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「みんながつくる みんなの学校 東小路小」 わ・ゼロ
大阪市立東小路小学校

学校だより 令和2年7月号

「子どもたちが集まるからこそ」
「運動会はするの？しないの？」今、このことについて校内で話し合いをしています。新型コロナウイルス感染症対策として、これまで様々な行事

予定が未定となり、「延期」や「中止」を余儀なくされてきました。それも、すべては「子どもたちの安心と安全のため」です。この目的をぶらさずに対応

や対策を続けてきています。そんな中、９月２７日（日）に予定されている「令和２年度の運動会」をどうするのかの方向性については、ある程度

の目途は立てていかなければなりません。

「運動会」と言えば、今も昔も学校行事のメイン行事であり、地域や保護者のみなさんとともにつくりあげる最大の学校行事として位置づいていま

す。しかし、今年度については、これまで通りにはいかないのが現実です。すでに「中止」を決めている学校もあるそうです。教育委員会からも、「安全

性の確保が難しい場合や、各教科等における児童の学習保障の観点から、運動会自体の中止についての検討も差し支えないものとする。」との指

示も出ています。そんな中、本校においてどうするのか？を教職員と話し合いました。結果、「全面中止はせずに、感染症対策を講じた上で、子ど

もたちのためにできることを実施する」方向性を共有しました。そこで、改めて「運動会」の位置づけについて問い直す自分がいました。「運動会はな

んのため、だれのため」なのかという問いかけです。

実は学習指導要領には、一言も「運動会」という言葉は出てきません。正確に言うと、特別活動の学校行事のひとつに「健康安全・体育的行

事」があり、この体育的行事のひとつの例として「運動会」があるのです。（ただし、指導要領の本体ではなく、解説には運動会との文言は出てきま

す。）したがって、コロナ対策云々ではなくとも、「うちの学校は運動会はしません。」という選択肢もあるのです。しかし、だからといって「運動会なんて

やめてしまえ。」とは思っていません。運動会には教育的意義や効果もあると思いますし、保護者目線からしても楽しみであることは事実です。ただ、

「しなければならないものではなく、保護者のためのものでもないのですから、もっと柔軟にプログラム内容や準備の負担を見直してもいいのではない

か。」ということです。そこで、原点に戻って、学習指導要領を読み直すと、そこには、「心身の健全な発達や健康の保持増進、事件や事故、災害

等から身を守る安全な行動や規律ある集団行動の体得、運動に親しむ態度の育成、責任感や連帯感の涵養、体力の向上などに資するようにす

ること」と書かれています。これをもとにすると、運動会という学校行事は「責任感や連帯感の涵養、体力の向上などに資すること」が目的と考えられ、

あくまで、主体は子どもであり、その子どもたちがこの目的を最大限達成できるような運動会をこの感染症予防対策の中で実施していくべきだと考え

ました。さらに、学校行事では、「他者と協働しながら、課題解決や合意形成、人間関係づくりなどを学ぶこと」が重要視されています。こうした資

質や能力は社会に出たあと、とても大事になってくることです。いくらペーパーテストの成績が優秀でも、他人と協力したり、合意形成を図ったりするこ

とが苦手な人は社会人として困る場面が出てくるのではないでしょうか。見方を変えると、各教科の知識・技能は、ある程度は、個々の独力で進め

ることができたり、「個別最適化」と称して、ICTなどを活用して個々の習熟度などに応じた学習を進めたりすることは可能です。もちろん他者といっ

しょにやったほうが進むし、深い学びになるという場合も多々あります。そんな中、今回の休校で、わかったことのひとつが、やはり学校には、「子どもた

ちが集まるからこそのよさ、学びが深まることがある」ということではないでしょうか。

こうしたことを踏まえながら、もちろん感染症対策も講じながら、今できる運動会を子どもたちとともにつくっていきたいと考えています。具体的には

これからになりますが、今現在の方向性としては、〇午前中のみの実施でお弁当はなし。〇各学年「個人走（高学年はリレー）」「団体演技」とし

て、「団体競技」はしない。〇開閉会式も簡素化する。〇PTA競技は実施しない。〇子ども同士の間隔を開けて、トラックいっぱいに児童席を設け

る。〇来賓ならびに地域の方々、卒業生等の来場はご遠慮いただくなどです。

保護者のみなさまには、これまでの運動会のイメージは払拭していただかねばなりません。そして、体育の学習の延長として、子どもたちががんばる

姿を応援していただければうれしいです。なお、詳細が決まってきましたら、今後お知らせしていきますが、新型コロナウイルス感染症の動向によっては、

随時変更が生じる場合がありますので、ご承知おきください。みなさまのご理解とご協力を引き続きよろしくお願いします。

校長 市場達朗
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